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３ 保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金について 
 

⑴ 交付金の趣旨 
 

「保険者機能強化推進交付金」は、高齢者の自立支援・重度化防止等に向けた保険者の取

組や都道府県による保険者支援の取組が全国で実施されるよう、平成２９年度地域包括ケ

ア強化法において制度化されたものである。 

令和２年度からは、当該交付金に加え「介護保険保険者努力支援交付金」が創設され、介

護予防・健康づくり等に資する取組を重点的に評価されることにより配分基準のメリハリ

付けが強化されている。 

令和５年度には、行政事業レビューや予算執行調査などの結果を踏まえ、アウトカムに関

連するアウトプット・中間アウトカム指標の充実や評価指標の縮減など、制度の効率化・重

点化を図るための見直しが行われ、今年度も継続されている。 

令和６年度評価指標については、アウトプット・中間アウトカムに関する評価指標の充実

を図りつつ、アウトカムとの関連性が必ずしも高くない評価指標の縮減を行うなど、前年度

評価指標から大幅な見直しを行っている。 
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⑵ 令和６年度の交付額 

・保険者機能強化推進交付金    ２，０２５万９，０００円 

・介護保険保険者努力支援交付金  ４，１７４万２，０００円 

            合 計  ６，２０１万１，０００円 

 

⑶ 令和６年度評価指標の結果 

本市は下の表のとおり、推進交付金は ４００点中 ２２７点 

支援交付金は ４００点中 ２８５点 

合 計 ８００点中 ５１２点  
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 ⑷ 評価項目ごとの得点 

 

 

 

ほとんどの項目において、全国平均及び徳島県平均を上回るっているが、唯一「推進Ⅲ 介

護人材の確保その他サービス提供基盤の整備を推進する」については、全国平均と比べ低い得

点率（29％）となっている。介護人材確保の問題は、全国的に人材不足といわれており、本

市においても積極的に取り組んでいく。 

 

今後の課題として、こういった得点率の低かった項目について積極的に取り組み、また、「保

険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金」で示された評価指標に基づき、

本市の介護保険事業の状況、取組の達成状況等を的確に把握し、もって本市の介護保険事業の

安定した運営に繋げていきたいと考えている。 

 

全国平均 県内平均

得点 得点率 得点 得点

目標Ⅰ 持続可能な地域のあるべき姿をかたちにする 79 79.0% 56.2 51.2

目標Ⅱ 公正・公平な給付を行う体制を構築する 64 64.0% 59.8 54.4

目標Ⅲ 介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備を推進する 29 29.0% 41.0 24.3

目標Ⅳ 高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む 55 55.0% 48.6 41.5

227 56.8% 205.6 171.3

目標Ⅰ 介護予防/日常生活支援を推進する 63 63.0% 51.5 51.2

目標Ⅱ 認知症総合支援を推進する 79 79.0% 54.5 51.4

目標Ⅲ 在宅医療・在宅介護連携の体制を構築する 88 88.0% 62.1 59.2

目標Ⅳ 高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む 55 55.0% 48.6 41.5

285 71.3% 216.7 203.3

512 64.0% 422.4 374.6合計　
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